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なぜ、「自分で作ろう」なのか？ 
代替案：「調査・分析結果を購入する」 

   ・・・ 誰でも買える。  

   ・・・ 真に自分が求めている内容か？ 

代替案：「専門家に外注する」 

   ・・・ 仕様 を正確に指定できますか？ 

 

「自分で作る」と ・・・ 試行錯誤する。 

     出願公開直後のデータが分析対象 

     試行錯誤を通じて、内容・仕様が明確に 

     データの更新、利用（転用）が容易 
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なぜ、「Excel」なのか？ 
特許マップ作成ソフト 

   例えば・・・  「JIII MAPSOFT」 by 発明推進協会 

汎用プログラミング言語 

   例えば・・・  C++, Python, … 

 

 既に使ってる＋みんなが使ってる 
 よく知ってる人が身近にいる 
 解説書も多く、ググっても解を見つけやすい 

 意外に機能豊富！ 
 関数、グラフ、ピボットテーブル、マクロ（VBA） 

 これを機会に覚えた機能は、他でも使える 
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検索の進め方 

分析対象の項目や内容 
（Excelの関数、マクロなど） 
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目的と手法 

どの特許分類を使うか？ 予備検索 

文献集合（検索） 

csvダウンロード 

分析 

見える化 

文献集合をExcelテーブルに 
 
 

J-Plat Patではサポートなし 
espacenetではサポートあり 

  （Excelのグラフ、 
   ピボットテーブルなど） 



分析の目的と手法を検討 
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分析の目的 
  技術トレンド 
  企業別の戦略比較 

技術的範囲 
  本来は、自由に決めて良い 
  しかし、どの特許分類コードを使うかで決める 

期間 
  本当に知りたいのは、将来のトレンド 
  長期にわたる場合は、実用新案の扱いも検討 

分析手法 
  「出願件数の推移」が基本 
  技術内容ならＦタームを利用 
  登録率、審査請求率、特許ファミリ、引用/被引用、等も 

ノイズも漏れも少ないヒット集合が必要！ 



分析の目的と手法を検討 
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分析の目的 
  技術トレンド 
  企業別の戦略比較 

技術的範囲 
  本来は、自由に決めて良い 
  しかし、どの特許分類コードを使うかで決める 

期間 
  本当に知りたいのは、将来のトレンド 
  長期にわたる場合は、実用新案の扱いも検討 

分析手法 
  「出願件数の推移」が基本 
  技術内容ならＦタームを利用 
  登録率、審査請求率、特許ファミリ、引用/被引用、等も 

液晶ディスプレイを中心に、プラズマ、有機ELと
比較した、企業別注力分野のトレンド 
液晶ディスプレイを中心に、プラズマ、有機ELと
比較した、企業別注力分野のトレンド 

ブラウン管後なので３０年くらい？技術的にも実案は外してよいか。 

出願人／技術分野別出願件数推移 
Fタームを使った課題X解決手段の 
マトリックス分析 



課
題

 

解決手段 

A B C D E 
L 

M 

N 

O 

P 

Q 

108 

23 

56 

93 
6 

87 

37 66 

86 

・ 出願人ごとに作る 
・ 時系列まで見る 
       

Excelを使った分析・・・ゴールをイメージ 
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出願年 

出
願
件
数

 A社 

B社 
プラズマ 

有機EL 
液晶 

その他 

・ 出願人ごとに作る 
・ 時系列まで見る 
       

・ 出願人ごと 
・ 製品ごと 
 



適合率 vs. 再現率 のトレードオフ 
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ノイズも漏れも少ないヒット集合が必要 



ノイズも漏れも少ないヒット集合が必要 

特許分類（IPC/FI/Fターム）を利用しよう 

  専門家が内容を分析して、 

  適切な分類コードを付与してくれている 

 

ノイズも漏れも極端に少ない！ 

 

分析対象の文献集合に適した分類コードを探す 

 

調査主題を「(a)において(b)が(c)であること」で表現 

適切な分類コードを見つけるための検索 
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検索式の構造 

 

必須要件 
(b) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(c) 

＊ 

調査観点:   (a)において、(b)が(c)であること 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
IPC, CPC, USPC 
FI, Fターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
FI, Ｆターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 

（課題・効果） 

+ 
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適切な分類コードを見つけるための検索 
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調査主題 ＝ 
    「液晶表示装置において、 
    電気・電子系の構成要素に何らかの特徴をもつもの」 

 

必須要件 
(b) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(c) 

＊ 
液晶表示 
液晶ディスプレイ 
LCD 

駆動 
ドライブ 
回路 
走査 
信号 



適切な分類コードを見つけるための検索 
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FI = G02F 1/00 

材料、構造、 

光学的な
キーワードが
並んでいる 



適切な分類コードを見つけるための検索 
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FI = G09G 3/36 

電気・電子系
の分類の 
下位概念 



適切な分類コードを見つけるための検索 
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FI = G09G 3/00の抜粋 

3/00 陰極線管以外の可視的表示器にのみ関連した，制御装置または回路 

3/20 ・マトリックス状に配置された個々の要素の組み合わせにより 
 その集合を構成することによって多数の文字の集合 

3/22 ・・制御された光源を用いるもの 

3/24 ・・・白熱フイラメントを用いるもの 

3/28 ・・・発光ガス放電パネル，例．プラズマパネル，を用いるもの 

3/30 ・・・エレクトロルミネッセントパネルを用いるもの 

3/34 ・・独立の光源よりの光の制御によるもの 

3/36 ・・・液晶を用いるもの 

3/38 ・・・エレクトロクロミック装置を使用するもの 

上位概念 

液晶表示装置 
（調査対象＝注目） 

(有機) EL 

プラズマディスプレイ 
周
辺
技
術 



適切な分類コードを見つけるための検索 
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より適切なFタームはないか？ 

2H088 液晶１ 応用、原理 

2H089 → 2H189 液晶２ 構造一般、スペーサ、注入口及びシール材 

2H090 液晶３ 基板、絶縁膜及び配向部材 

2H190 液晶３－１ 基板及び絶縁膜 

2H290 液晶３－２ 配向部材 

2H091 → 2H191 液晶４ 光学部材との組合せ 

2H092 液晶５－１ 電極、接続導体、光導電層 

2H192 液晶５－２ スイッチング素子 

2H093 → 2H193 液晶６ 駆動 

5C006 液晶表示装置の制御 

5C080 陰極線管以外の表示装置の制御 

5C082 → 5C182 表示装置の制御、回路 

5C380 ＥＬ表示装置の制御 

5C580 ガス放電表示管の制御 

液晶表示装置 
（調査対象＝注目） 

(有機) EL 

プラズマディスプレイ 

周辺技術 



適切な分類コードを見つけるための検索 

15 

どちらも適切； ほぼ、同じヒット文献集合を作成できる。 
調査目的＝後半の分析内容 によって使い分ける 

34,687件 

3,042件 

35件 

FI = G09G 3/36 

Fターム = 5C006 

階層関係が 
明確だった！ 

 
周辺技術との 
比較に好適 

課題分析など、
深い分析に好適 
（一般論ですが） 

注： 公報発行日 ≦ 2015.12.31 



         ｃｓｖとは 
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ダウンロード項目 ダウンロード項目 

SRPARTNER (日立システム）（・・・ダウンロードはmax 5000件ごとです。） 

comma separated valueの略で、 

コンマ区切りの標準データフォーマット 

（検索でヒットした）特許文献リストを 

Excelなどに読み込むことができる標準

フォーマットに変換して出力する 



espacenetでもサポートされています 
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ダウンロード！ 
（DL項目は選べない） 

Select allで25件ずつDL 

１度にDLできる 
件数を増やせる 



出願件数の年次推移 
～ YEAR関数を使って「出願年」を求める ～ 

18 
=YEAR(D10) 

「出願日」から出願年を求める関数 



ちょっと休憩； Excelの関数 
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=A1+1 ・・・ 「A1」セルを参照して「+1」する 

=A2+1 ・・・ 「A2」セルの関数(=A1+1)をコピー＆「A3」にペーストすると、 
行番号「A1」が「A2」に自動的に加算される・・・列も同様 
自動加算を止めたければ、行番号/列番号の前に「$」マークを付ける 

=SUM(A1:A5) 
SUM関数；SUM(範囲) 
範囲は「開始：終了」で指定 

文法は、helpで検索できる 

=SUM(D1:D5) 
A6をコピー 
D6にペースト 



出願件数の年次推移 
～ YEAR関数を使って「出願年」を求める ～ 

20 
=YEAR(D10) 

「出願日」から出願年を求める関数 
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出願件数の年次推移 
～ COUNTIF関数を使って出願年ごとに集計する 

csvDLしたデータのシート 集計用のシート 

=COUNTIF(全体!O$2:O$5001,年次推移!A2) 

  =COUNTIF (範囲，条件) 
 「範囲」で指定されるセルのうち、 
 「条件」を満足するセルの数を 
 数えて出力する 

“シート名”！ 
自身のシートは

省略可 

開始セル：終了セル 
「O2～O5001」を指定している 
「$」はコピー＆ペースト対策 

“シート名”！ 
自身のシートは

省略可 

A列に入力した 
「出願年」を指す 

「全体」シートの「O$2:O$5001」の
範囲に、「年次推移」シートのA列

（出願年）と一致する値をもつセ
ルの数をカウントして出力する 

範囲 条件 
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出願件数の年次推移 
～ グラフ（散布図）によって見える化 ～ 
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出願件数の年次推移 
     ～ 表示装置ごとに繰り返し ～ 

マトリックス型 
表示装置全体 
（G09G3/20） 

プラズマ 
（G09G3/28） 

有機EL 
（G09G3/30） 

「範囲」を変えた 
countif関数 

液晶
（G09G3/36） 
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出願件数の出願人別年次推移 
～ ピボットテーブルを使う ～ 

出願件数=1 
の列を追加 
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出願件数の出願人別年次推移 
～ ピボットテーブルを使う ～ これで完成！？ 
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出願件数の出願人別年次推移 
～ ピボットテーブルを使う ～ 

シャープGr. 

「名寄せ」 
が必要！ 

 
割愛します 
ごめんなさい 

 名寄せ： 異なる出願人を同一人として処理すること 
       表記ブレ、共同出願、会社名の変更、グループ企業群など 
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出願件数の出願人別年次推移 
～ 名寄せ後のピボットテーブル ～ 
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出願件数の出願人別年次推移 
～ 名寄せ後のピボットグラフ ～ 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

セイコーGr. 

シャープGr. 

パナソニックGr. 

JD-Gr.

三星Gr. 

半エネ研 

LGD-Gr.

注 
最近のデータは、 
精度が低い 
 

分析を行ったの
は、2016年前半 

その後に、出願
公開された2015

年出願の特許文
献も少なくない。 



注力分野の出願人別年次推移 
～ 出願人×表示装置別の出願件数比率の推移 ～ 

仕事の片手間でもここまでできます！ 
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課題×解決手段のマトリックス分析 
～ Excelマクロにチャレンジ ～ 
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「マクロ有効ブック」 
として保存 

Excelでのいろいろな操作 
（ex: セルのフォーマットやグラフの形式を変更する） 

を、記録することができる 
 
 

外側にループを組んで、同じ操作を繰り返すマクロの完成 実はハードルは高い！ 
しかし、高いハードルは 
超えただけのことはある！ 



課題×解決手段のマトリックス分析 
～ Excelマクロにチャレンジ ～ 
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変数定義 

簡単なBasic 
プログラムです！ 

forループ 

Fタームの有無
を調べるif文 



課題×解決手段のマトリックス分析 
            ～  作戦を立てる ～ 
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入力： csvデータのFターム 

5C006 AF13;5C006 AF68;5C006 BB11;5C006 BF01;5C006 BF29;・・・ 

出力： 課題×解決手段 

課
題

 
解決手段 

A B C D E 
L 

M 

N 

O 

P 

Q 

108 

23 

56 

93 
6 

87 

37 66 

86 

テーマコードを選ぶ 

課題、解決手段に 
相当するFタームを選ぶ 

課題＆解決手段を 
満たす文献数を数える 



課題×解決手段のマトリックス分析 
～  解決手段のFタームを選ぶ ～ 

ナノ物理

G09G3/18;3/36

観点 FI適用範囲

AA00 AA01 AA02 AA03 AA06 AA07 AA08 AA09

・テレビ信号
（奇偶フィー
ルド信号）

・静止画 ・コード化文
字

・一価関数
（複数セグメ
ントによる棒

・アナログ値
（単一セグメ
ントによるも

・パターンに
特徴のあるも
の

・カーソル・
ポインタ

AB00 AB01 AB02 AB03 AB05

表示状態を変え

るもの

・拡大縮小、
移動、反転
（左右、上

・ポジネガ変
換

・デ−タに基
づくもの（重
要事項強調）

・その他

AC00 AC01 AC02 AC03 AC04 AC05 AC06 AC07 AC09

・スタティッ
ク駆動〔ＡＣ
１２優先〕

・時分割駆動
（電圧平均化
法）

・・１／Ｓバ
イアス法

・・単位走査
期間内に複数
の電位をとる

・二周波（高
周波）による
もの

・位相差によ
るもの

・交流（直流
分遮断）〔Ａ
Ｃ２６優先〕

・点順次走査
〔ＢＤ０１，
０３優先〕

AF00 AF01 AF02 AF03 AF04 AF05 AF06 AF07

・フレームメ
モリ処理

・・フレーム
メモリのアド
レッシングに

・・フレーム
メモリへの書
き込みに特徴

・・フレーム
メモリからの
読み出しに特

・メモリから
の複数回読み
出し

・複数メモリ
の制御

・・複数メモ
リで書込み読
出しを交互に

BA00 BA01 BA03

・ＧＨモード ・周波数分散
異方性

BB00 BB01 BB08

・セグメント
型

・多層構造

BC00 BC02 BC03 BC05 BC06 BC07 BC08

・回路配置 ・走査側駆動
回路

・アクティブ
における画素
単位回路に特

・・３端子型
（ＴＦＴ，Ｆ
ＥＴ）

・・２端子型
（非線形素
子、ＭＩＭ）

・・半導体等
の積層構造に
特徴

BD00 BD01 BD02 BD03 BD04 BD06

表示器駆動源 ・光ビ−ム ・熱（除く、
光ビ−ム）

・電子ビ−ム ・磁界 ・その他（除
く、電界）

BF00 BF01 BF02 BF03 BF04 BF05 BF06 BF07 BF08 BF09

・メモリ←Ｅ
Ｃ０４

・・フレーム
メモリ（ビデ
オメモリ）

・・シフトレ
ジスタ

・・ラッチ ・・ラインメ
モリ

・・フリップ
フロップ

・・遅延回路 ・・ＲＯＭ ・・その他の
特徴的メモリ
（ＦＩＦＯ

EA00 EA01 EA03

制御対象 ・光源（バッ
クライト、投
射用光源）

・その他（除
く、液晶及び
液晶駆動源）

EB00 EB01 EB03 EB04 EB05 EB06

保守、製造 ・試験（検
査）

・修理 ・製造歩留ま
り向上（冗長
回路等）

・集積技術
（ＩＣ化に適
するもの）

・・集積回路
への外付け

EC00 EC01 EC02 EC05 EC06 EC08 EC09

・他の装置と
の結合

・・入力装置
との結合

・入力機能を
持つもの

・メモリとし
ての表示器
（データを読

・特定用途
（基盤、競技
用得点板）

・・車両用

FA00 FA01 FA02 FA03 FA04 FA05 FA06 FA07 FA08

・切り換え・
共用（複数機
能）

・・ＣＲＴと
の共用（ＣＲ
Ｔ出力用イン
ターフェース
等）

・・１つの表
示装置で複数
種の表示をす
るもの

・・・駆動方
式の切り換え
←ＥＣ０７

・・・表示領
域の切り替え

・・・複数種
のメディア情
報を表示（テ
レビと文字
等）

・・・複数種
入力信号汎用
（ＲＧＢ信号
とＴＶ信号
等）

・・・・異な
る同期信号
（マルチス
キャン等）

GA00 GA01 GA02 GA03 GA04 GA10

記載表現 ・範囲限定 ・・数式限定 ・・数値限定 ・・電圧の限
定

・行列表示

BF

機能素子（画素

単位回路含ま

EA

EB

EC

応用

5C006 液晶表示装置の制御

Fターム

AA

処理内容

G09G3/18;3/36

表示情報

AB

AC

表示器駆動信号

AF

BC

表示器駆動回路

BA

液晶

BB

表示器

FA

目的、効果

GA

BD
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課題×解決手段のマトリックス分析 
～  課題のFタームを選ぶ ～ 

ナノ物理

G09G3/18;3/36

観点 FI適用範囲

FA00 FA01 FA02 FA03 FA04 FA05 FA06 FA07 FA08

・切り換え・
共用（複数機
能）

・・ＣＲＴと
の共用（ＣＲ
Ｔ出力用イン
ターフェース
等）

・・１つの表
示装置で複数
種の表示をす
るもの

・・・駆動方
式の切り換え
←ＥＣ０７

・・・表示領
域の切り替え

・・・複数種
のメディア情
報を表示（テ
レビと文字
等）

・・・複数種
入力信号汎用
（ＲＧＢ信号
とＴＶ信号
等）

・・・・異な
る同期信号
（マルチス
キャン等）

FA11 FA12 FA13 FA14 FA15 FA16 FA18 FA19 FA20

・高速化 ・・表示書換
の高速化

・・データ伝
送の高速化
（メモリから
の高速読出
し）

・・電圧レス
ポンスの向上
←ＡＣ０８

・・タイミン
グに余裕（ク
ロックが遅く
ても可）

・タイミング
合わせ

・補償 ・・温度補償
←ＥＢ０２

・・製造時の
ばらつき補償

FA21 FA22 FA23 FA24 FA25 FA26 FA27 FA29

・均一化 ・・パネル上
の場所的輝度
の均一化

・・フリッカ
の低減（時間
的均一）

・・ムービン
グ低減（場所
的及び時間的
均一）

・・表示パ
ターンによる
輝度むら低減

・・電圧ばら
つきの低減

・・周波数の
均一化

・偽輪郭への
対応

FA31 FA32 FA33 FA34 FA36 FA37 FA38

・ノイズ低減 ・・不要輻射
低減（電波ノ
イズ防止）

・表示器劣化
の防止対策

・・残像低減
（焼付き防
止）

・リークへの
対応

・配線抵抗・
容量への対応

・直流成分除
去（除く、単
なる交流）

FA41 FA42 FA43 FA44 FA45 FA46 FA47 FA48

・規模縮小化 ・・配線数の
低減

・・素子数の
低減

・・メモリ容
量の低減

・電圧源数低
減〔ＡＡ１２
〜１５優先〕

・電圧低減 ・消費電力低
減

・・周波数低
減

FA51 FA52 FA54 FA55 FA56 FA59

・コスト低減
〔ＥＢ０４優
先〕

・・高価な部
品の回避

・コントラス
ト向上

・視野角改善 ・多色化・多
階調化

・表示面の反
射防止

G09G3/18;3/36FA

目的、効果

5C006 液晶表示装置の制御

Fターム

第１回層のFタームを「課題のFターム」として選択 
     ・・・階層検索が必要 
  FA21だけでなく、FA22～FA27のどのFタームが付与されていても、 
  FA21「均一化」の課題がある 
     ・・・単純な文字列のマッチング演算では済まない 

34 



課題×解決手段のマトリックス分析 
            ～  フローチャート ～ 

START 

F-term欄の読込み 

課題/解決手段含む？ 

課題＆手段フラグ？ 

課題/手段フラグセット 

Fターム 

課題&手段フラグセット 

課題フラグ 手段フラグ 課題＆手段フラグ 

X1 X2 X3 X4 X5 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 
X1
Y1 

X1
Y2 

X1
Y3 

X1
Y4 

X1
Y5 

X5
Y1 

X5
Y2 

X5
Y3 

X5
Y4 

X5
Y5 

課題＆手段フラグの読込 

集計してマトリックスへ出力 

END 

課
題

 

解決手段 

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 

X1 

X2 

X3 

X4 

X5 

108 

23 

56 

93 

6 

37 66 

86 
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課題×解決手段のマトリックス分析 
～ マクロプログラム本体 ～ 

36 

Sub Analyze_matrix() 

' 

' ANALYSIS of Problem vs. Means to solve the problem Matrix TYPE-2 

' 

'     2016.4.28  ver. 1 rev. 01 created by Hirotsugu Kojima 

' 

    Dim xSheet        As Worksheet 

    Dim list_row      As Long 

    Dim F_term        As String 

    Dim i             As Integer 

' 

    Set xSheet = Worksheets("list") 

' 

    xSheet.Select 

    For list_row = 4 To 34563 

        F_term = Cells(list_row, "L") 

' 

'       ANALYSIS of Means 

' 

        If InStr(1, F_term, "5C006 AC") Then 

            Cells(list_row, "R") = 1 

        End If 

        If InStr(1, F_term, "5C006 AF") Then 

            Cells(list_row, "S") = 1 

        End If 

        If InStr(1, F_term, "5C006 BA") Then 

            Cells(list_row, "T") = 1 

        End If 

        If InStr(1, F_term, "5C006 BB") Then 

            Cells(list_row, "U") = 1 

        End If 

csvデータの行番号 

Fタームの文字列 

5C006 AF13;5C006 AF68;5C006 BB11;5C006 BF01;5C006 BF29;・・・ 

csvデータの全ての行を順次指すループ 

Fタームの文字列の読込み 

解決手段の文字列をFタームから探索 
 
 
 
 
 
 

Cells(行,列) 

 行・列で指定されるセルの値を読み込む 

InStr([start],被探索,目標,[比較モード]) 
 被探索文字列の中に目標文字列が含まれている 
 かどうかを検査し、true/falseを出力する 
 start：開始位置（省略可） 
 比較モード：バイナリ/テキストで比較（省略可） 

ご参考： https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/cc392193.aspx 

手
段
の
分
析 



課題×解決手段のマトリックス分析 
～ マクロプログラム本体 ～ 
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' 

'       ANALYSIS of Problems 

' 

        If InStr(1, F_term, "5C006 FA01") Then 

            Cells(list_row, "Z") = 1 

        End If 

        If InStr(1, F_term, "5C006 FA02") Then 

            Cells(list_row, "Z") = 1 

        End If 

        If InStr(1, F_term, "5C006 FA03") Then 

            Cells(list_row, "Z") = 1 

        End If 

        If InStr(1, F_term, "5C006 FA04") Then 

            Cells(list_row, "Z") = 1 

        End If 

 

 

' 

'       ANALYSIS of Matrix 

' 

        If Cells(list_row, "R") = 1 Then 

            For i = 0 To 19 

                Cells(list_row, 47 + i) = Cells(list_row, 26 + i) 

            Next i 

        End If 

        If Cells(list_row, "S") = 1 Then 

            For i = 0 To 19 

                Cells(list_row, 67 + i) = Cells(list_row, 26 + i) 

            Next i 

        End If 

課
題
の
分
析 

課
題
＆
手
段
の
分
析 

課題の文字列をFタームから探索 
 解決手段の分析とまったく同じ 
 F_termの中に”5C006 FA01”が含まれていれば 
 手段フラグ“Z”列に”1”を立てる 
 
 
 
 
 

課題フラグ（R列）に”1”が立っていれば 
 
 
 
 

手段フラグ（R列）に”1”が立っていれば 
 
課題フラグ列（26～45列目）の値を、 
課題＆手段フラグ列（47～66列目） 
にコピー 
 
     AND演算の代わり 
 
 
 

行数は多いが、 
同じ単純作業の繰り返し 



課題×解決手段のマトリックス分析 
～ 追加した課題/解決手段フラグの列の確認 ～ 

38 

Fタームの列 

課題フラグ 手段フラグ 課題＆手段フラグ 

～ 

ダウンロードしたcsvデータ 

デバッグ用に 
マニュアルで 
追加した列 

中間データをSheet内に 
出力することによって、 
デバッグを助ける！ 



課題×解決手段のマトリックス分析 
～ マトリックスを出力するサブルーチン ～ 
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Sub Make_Matrix() 

' 

' ANALYSIS of Problem vs. Means to solve the problem Matrix 

' 

'     2016.4.24  ver. 1 rev. 01 created by Hirotsugu Kojima 

' 

    Dim xSheet        As Worksheet 

    Dim list_row      As Long 

    Dim list_col      As Integer 

    Dim matrix_row    As Integer 

    Dim matrix_col    As Integer 

' 

    Set xSheet = Worksheets("matrix") 

' 

    xSheet.Select 

    For matrix_row = 3 To 22 

        For matrix_col = 3 To 9 

            Cells(matrix_row, matrix_col) = 0 

        Next matrix_col 

    Next matrix_row 

    For list_row = 4 To 34563 

        For matrix_row = 3 To 22 

            For matrix_col = 3 To 9 

                list_col = 46 + (matrix_col - 3) * 20 + (matrix_row - 2) 

                If Worksheets("list").Cells(list_row, list_col) = 1 Then 

                   Cells(matrix_row, matrix_col) = Cells(matrix_row, matrix_col) + 1 

                End If 

            Next matrix_col 

        Next matrix_row 

    Next list_row 

End Sub 

出力用のワークシートを定義して、 
選択（xSheet.Select） 
 
 

出力用のワークシートを定義して、 
選択（xSheet.Select） 

20行7列のマトリックスを初期化 
 全セルに初期値”0”を入力 

csvデータのシート 
“list”の各行について 
課題＆手段フラグ列 
（47～66列目）に”1”が
立っているかどうか調べ、 

フラグが立っていれば
20行7列のマトリックス
の該当セルを＋１する 
 



課題×解決手段のマトリックス分析 
～ 作成したマトリックス ～ 
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終わりに 

特許マップは自分で作れる！ 

 役に立つ特許マップを作るには、試行錯誤が必要 

 試行錯誤を通して、分析の仕様を明確化 

 Excelはあなどれない！ 

 これを機会にExcelの使いこなしを覚えると、 

   応用が広がる 

・・・・・ 是非、チャレンジしてみてください！ 



詳しくは、・・・        (おまけ?） 

マクロについては： https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/cc392193.aspx 


